
第
三
回
大
田
区
議
会
定

例
会
（
９
月
13
日
～
10
月

12
日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
決
算
は
、

第
一
に
、
区
は
財
源
不
足

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

予
定
し
て
い
た
財
政
基
金

１
１
８
億
円
の
取
り
崩
し

を
行
わ
ず
、
逆
に
１
０
４

億
円
も
予
算
を
余
ら
せ
ま

し
た
。

区
と
し
て
独
自
施
策
で

区
民
の
暮
ら
し
営
業
を
守

る
施
策
を
行
わ
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。

第
二
に
２
０
２
０
年
度

か
ら
３
年
間
で
５
８
０
億

円
余
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
と
し
て
「
事
務
事
業
見

直
し
」
を
徹
底
し
て
行
い

「
リ
フ
ト
付
き
福
祉
タ
ク

シ
ー
運
行
委
託
事
業
」
を

廃
止
す
る
な
ど
削
減
し
た

こ
と
で
す
。

第
三
に
「
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
」
を
理
由
に
、
学
校
な

ど
公
共
施
設
の
複
合
化
、

新
空
港
線
計
画
な
ど
大
規

模
開
発
を
優
先
し
た
こ
と

で
す
。

第
四
に
委
託
と
デ
ジ
タ

ル
化
で
職
員
を
削
減
し

「
住
民
の
福
祉
増
進
」
の

自
治
体
本
来
の
役
割
を
果

た
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

以
上
の
理
由
で
決
算
の

認
定
に
反
対
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
第
３
次
・
第

４
次
補
正
予
算
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
補
正
予
算
額
は

第
３
次
71
億
円
、
第
４
次

45
億
円
。
こ
の
中
に
は
党

区
議
団
が
求
め
て
き
た
も

の
も
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
区
民
・
中
小
業
者

支
援
の
観
点
か
ら
賛
成
し

ま
し
た
（
左
表
参
照
）
。

日本共産党大田区議団

大田区蒲田5-13-14
TEL 03-5744-1477
FAX 03-3730-3447
E-mail
kugidan@jcp-ota.jp
ご意見、ご要望をお
寄せ下さい。

２０２２年１０月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ https://kugidan.jcp-ota.jp/ No.２９７(１)

日本共産党コロナと物価高から区民の
命とくらし・営業を守る区政へ

第３回定例会・決算特別委員会（９月１３日～１０月１２日）

第
３
次
・
第
４
次

補
正
予
算
で
実
現

区民要求が実現
（第３次補正予算）

☆新型コロナウイルス感染症への対応

○感染症患者受入医療機関支援助成の増

助成額：入院患者１名・１回につき10万円

○インフルエンザ予防接種助成

６か月以上15歳以下 １回1,000円助成

65歳以上と基礎疾患を有する60～64歳 実質無償

○新型コロナウイルスワクチン接種

（初回接種を完了した全ての区民が対象）

オミクロン株に対応した新型ワクチンの接種体制を確保

☆物価高騰等に苦しむ区民生活・区内経済を支える取組み

○大学在学生及び進学生臨時給付型奨学金支給 助成額：５万円

○原油価格・物価高騰等における障害福祉サービス事業所・施設、

介護サービス事業所・施設に対する支援

○物価高騰における保育サービス事業所に対する支援

助成額（月額）：食材費400円、光熱水費600円

○原油価格・物価高騰等における私立幼稚園に対する支援

助成額：食材費20円（１食）、光熱水費200円（月額）、

燃料費4,500円（バス１台／月額）

○物価高騰に係る区立小中学校給食食材費に対する支援

支援金：１食当たり小学校20円、中学校25円

☆経済対策

○公共施設改修工事等の前倒し実施

（第４次補正予算）

〇住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金（５万円、約８万世帯）

＊党区議団は、区独自に新型コロナ感染症や物価高に苦しむ区民に

対して世帯所得200万円以下の課税世帯にも臨時給付金を５万円

支給する組み替え予算を提案しました。立憲民主とフェア民が賛

成しましたが、自・公・維等の反対多数で否決されました。

杉山こういち あらお大介 すがや郁恵 黒沼良光 大竹辰治 佐藤 伸 清水菊美
健康福祉委員 こども文教委員 総務財政委員 まちづくり環境委員 健康福祉委員 地域産業委員 総務財政委員

羽田空港対策特別委員 オリンピックパラリンピック観光推進特別委員 防災安全対策特別委員 防災安全対策特別委員 交通臨海部活性化特別委員会副委員長 交通臨海部活性化特別委員 オリンピックパラリンピック観光推進特別委員

TEL 3730-3480 TEL 3757-9881 TEL 3768-5844 TEL 3735-6467 TEL 3735-2611 TEL 3298-6362 TEL 090-3342-3001

福
井
り
ょ
う
じ
氏
の
議
員

辞
職
に
つ
い
て
心
か
ら
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す

福
井
氏
は
、
10
月
６
日

（
木
）
深
夜
一
時
頃
、
飲

酒
運
転
に
よ
る
自
損
事
故

を
起
こ
し
、
10
月
11
日

（
火
）
に
議
員
辞
職
願
を

届
け
出
て
、
12
日
に
許
可

さ
れ
ま
し
た
。
福
井
氏
の

飲
酒
運
転
は
、
市
民
道
徳

と
社
会
的
道
義
を
率
先
し

て
守
り
、
住
民
の
利
益
を

守
っ
て
活
動
す
べ
き
党
議

員
と
し
て
は
、
全
く
弁
解

の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
事
態
に
至
っ
た

こ
と
に
対
し
て
、
３
期
11

年
半
に
わ
た
り
、
福
井
氏

を
支
え
て
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
、
区
民
の
皆
さ
ん

に
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
党
区
議
団
は
、

引
き
続
き
お
約
束
し
た
公

約
実
現
の
た
め
、
全
力
を

尽
く
す
決
意
で
す
。

区
民
生
活
を
守
る
に

は
、
区
独
自
施
策
が

不
十
分
だ
っ
た
決
算



性
の
多
様
性
を
認
め
合
う

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例

性
の
多
様
性
を
認
め
合

い
、
誰
も
が
個
人
の
尊
厳

を
尊
重
さ
れ
る
大
田
区
を

実
現
す
る
た
め
の
条
例
で

す
。
都
内
で
10
区
６
市
、

東
京
都
で
も
11
月
か
ら
実

施
で
す
。
立
憲
民
主
と
フ
ェ

ア
民
が
賛
成
。

２
級
の
精
神
障
害
者
に
手

当
支
給
す
る
条
例

一
級
の
障
害
者
と
同
額

の
４
５
０
０
円
を
支
給
し
、

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
々

に
対
す
る
手
当
を
公
平
に

し
、
就
労
等
の
社
会
参
画

を
促
す
も
の
で
す
。
立
憲

と
フ
ェ
ア
民
が
賛
成
。

大
田
区
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
２
０
３
０
年
ま
で
あ
と

８
年
で
30
％
削
減
は
か
な

り
困
難
で
す
。
区
の
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
」
を
文

章
化
し
区
民
に
届
け
、
区

民
の
協
力
を
得
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

３
つ
の
議
案
提
案
に

「
非
現
実
的
」
「
も
っ
と

議
論
が
必
要
」
と
、
自
・

公
・
維
な
ど
の
反
対
多
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
質
問
で
は
、
ま
ず

核
兵
器
を
め
ぐ
る
国
際
情

勢
に
つ
い
て
、
核
軍
縮
・

撤
廃
に
向
け
た
国
際
世
論

の
高
ま
り
を
受
け
て
、
平

和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る

大
田
区
と
し
て
国
に
核
兵

器
禁
止
条
約
に
批
准
す
る

こ
と
、
核
廃
絶
に
関
し
て

区
長
が
声
明
を
出
す
こ
と

を
求
め
ま
し
た
が
、
「
国

際
的
な
議
論
を
見
守
る
」

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
、
物
価

高
騰
対
策
に
つ
い
て
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
特
性
に
対

応
し
た
新
し
い
戦
略
を
た

て
、
早
期
診
断
・
早
期
治

療
の
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
に
た
い
し
て
、
「
医
師

会
等
と
の
連
携
を
密
に
す

る
」
、
ま
た
、
物
価
高
騰

対
策
本
部
を
設
置
し
特
別

融
資
制
度
を
再
開
す
る
こ

と
等
提
案
し
ま
し
た
が
、

「
新
た
な
支
援
は
考
え
て

い
な
い
」
の
答
弁
で
し
た
。

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

２
０
２
３
年
度
予
算
に

関
連
し
て
、
予
算
編
成
方

針
で
示
さ
れ
た
「
都
市
間

競
争
に
打
ち
克
つ
取
り
組

み
」
で
は
な
く
、
地
域
循

環
型
経
済
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
が
「
持
続
可
能
な
未

来
へ
の
歩
み
を
進
め
る
予

算
と
位
置
付
け
る
」
の
答

弁
、
さ
ら
に
、
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
で
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
を

求
め
ま
し
た
が
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
運
用
開
始
に

向
け
た
区
内
企
業
支
援
を

行
っ
て
い
く
」
と
の
答
弁
。

ま
た
、
介
護
問
題
で
は

要
支
援
１
・
２
の
認
定
が

減
少
し
て
い
る
の
は
、
総

合
事
業
が
介
護
外
し
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
ま
し
た
が
、
「
元

気
高
齢
者
施
策
を
推
進
し

て
い
く
」
。
保
育
に
つ
い

て
、
公
的
役
割
で
保
育
の

充
実
を
図
り
、
民
営
化
計

画
を
中
止
す
る
こ
と
、
保

育
士
応
援
手
当
の
削
減
を

や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た

が
、
「
今
後
も
必
要
な
検

討
を
進
め
て
い
く
」
と
い

う
答
弁
で
し
た
。

区
民
不
在
の
新
空
港
線
開

発
は
中
止
を

区
は
９
月
20
日
、
東
急

電
鉄
と
第
３
セ
ク
タ
ー
設

立
の
合
意
が
で
き
た
と
突

然
発
表
し
ま
し
た
。
事
業

規
模
も
費
用
も
明
ら
か
に

さ
れ
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
区

民
生
活
が
困
難
な
状
況
の

中
、
区
民
へ
の
説
明
責
任

も
果
た
さ
ず
、
無
責
任
な

新
空
港
線
計
画
は
白
紙
撤

回
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
が
、
区
は
、
「
引
き
続

き
新
空
港
線
の
整
備
に
全

力
で
取
り
組
む
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

憲
法
違
反
の

安
倍
元
首
相
の
国
葬

岸
田
内
閣
は
、
９
月
27

日
、
「
国
葬
」
を
強
行
し

ま
し
た
。
党
区
議
団
は
、

弔
旗
の
掲
揚
や
区
民
へ
の

黙
と
う
の
促
し
を
し
な
い

よ
う
に
求
め
ま
し
た
が
、

前
日
ま
で
対
応
を
明
ら
か

に
せ
ず
、
当
日
、
区
役
所

前
に
弔
旗
を
掲
揚
し
ま
し

た
の
で
、
決
算
特
別
委
員

会
で
憲
法
違
反
の
「
国
葬
」

強
行
と
弔
旗
掲
揚
に
強
く

抗
議
し
ま
し
た
。

区
は
、
統
一
協
会
関
連

イ
ベ
ン
ト
１
件
を
後
援

統
一
協
会
関
連
団
体
と

大
田
区
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
、
区
は
、
６
月
に
区

が
後
援
し
た
企
画
が
１
件

あ
っ
た
。
今
、
各
部
局
で

調
査
中
で
あ
り
、
後
日
公

表
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

「
し
っ
か
り
調
査
し
、
公

表
す
る
事
、
統
一
協
会
の

イ
ベ
ン
ト
後
援
な
ど
カ
ル

ト
集
団
と
の
協
力
し
な
い

よ
う
」
再
度
求
め
ま
し
た
。

国
保
料
、
減
免
制
度
の
活

用
改
善
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
小
規
模
・
零
細

業
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減

収
の
中
、
高
額
の
国
民
健

康
保
険
料
の
負
担
で
、
事

業
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

事
態
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
都
・

区
や
社
会
的
要
請
を
受
け

て
時
間
短
縮
な
ど
影
響
を

受
け
た
事
業
者
に
寄
り
添
っ

て
、
国
に
改
善
を
求
め
、

区
独
自
に
保
険
料
の
減
免

を
拡
充
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

学
校
給
食
の
無
償
化
を

小
中
学
校
の
学
校
給
食

の
無
償
化
が
葛
飾
区
（
来

年
４
月
か
ら
）
な
ど
全
国

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
他
の
自
治
体
で
無
償
化

が
で
き
て
大
田
区
で
、
な

ぜ
で
き
な
い
の
か
」
の
追

及
に
、
区
は
「
実
施
に
つ

い
て
自
治
体
の
判
断
」
と

初
め
て
答
え
ま
し
た
。

無
償
化
は
大
田
区
で
実

現
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
世

論
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

区
施
設
の
管
理
・
運
営
委

託
契
約
の
適
正
化
を

入
新
井
集
会
室
な
ど
区

施
設
の
業
務
運
営
管
理
委

託
が
、
長
年
に
渡
っ
て
特

定
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
随
意

契
約
で
委
託
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
Ｌ
ｕ
ｚ
大
森
の
一

階
に
あ
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
区

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
四
階

の
入
新
井
集
会
室
の
業
務

委
託
に
加
え
、
地
下
の
駐

輪
場
の
業
務
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
区
は
詳
細
を
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
態
調
査
を
求
め
ま
し
た
。

２０２２年１０月 日本共産党大田区議団ニュース No.２９７(２)

核
廃
絶
・
コ
ロ
ナ
・
物
価
高
騰
対
策
と
地
域
循
環
型

経
済
を

代
表
質
問

あ
ら
お
大
介
区
議

法律相談のご案内
区議団顧問弁護士による、法律相談です。

お気軽にご利用ください。

１１月１０日(木) 午後１時より
１１月１７日(木) 午後１時より
場所 日本共産党大田区議団控室
(大田区役所10階) ℡5744-1477

◎予約制です。前日までにお電話下さい。

議
会
日
程
（
案
）

11
月

18
日
（
金
）
請
願
・
陳
情
締
切

29
日
（
火
）
定
例
会
第
１
日

代
表
質
問

杉
山
議
員

30
日
（
水
）
定
例
会
第
２
日

一
般
質
問

清
水
議
員

12
月

１
日
（
木
）
常
任
委
員
会

２
日
（
金
）
常
任
委
員
会

６
日
（
火
）
特
別
委
員
会

８
日
（
木
）
定
例
会
第
３
日

請
願
・陳
情
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

３
つ
の
議
案
を
提
案

議
会
ラ
イ
ブ
中
継
実
現
へ

来
年
の
第
２
回
定
例
会

（
６
月
）
か
ら
本
会
議
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中

継
が
始
ま
り
ま
す
（
現
在

は
録
画
の
後
日
公
開
）
。

党
区
議
団
は
こ
の
間
ラ

イ
ブ
中
継
の
実
施
を
求
め

て
き
ま
し
た
。

予
算
を
多
く
使
い
残
し
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
支
援
が

不
十
分
な
昨
年
度
決
算

決
算
特
別
委
員
会
・
総
括
質
疑

佐
藤

伸
区
議


